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寄
付
の
御
礼 

皆
様
に
は
日
頃
、
な
み
き
福
祉
会
に
様
々
な
形
で
ご
支
援
頂
き
誠
に 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

お
志
に
深
く
感
謝
し
、
２
０
１
９
年
９
月
～
２
０
２
０
年
８
月
に 

ご
寄
付
下
さ
い
ま
し
た
方
々
の
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
五
十
音
順
） 

今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

岡
森 

則
子
様
、
荻
原 

稔
様
、
鎌
田
様
、
菊
池
様
、 

桐
山 

貞
夫
様
、
桐
山 

喜
代
子
様
、
桐
山 

智
子
様 

河
野 

睦
子
様
、
小
松 

嘉
代
子
様
、
小
松 

紀
子
様
、 

小
冷 

知
恵
子
様
、
佐
藤
様
、
鈴
木 

哲
也
様
、
関 

ヒ
ト
ミ
様
、 

関
根
様
、
多
河 

敏
子
様
、
竹
内
様
、
田
中
様
、
中
村
様
、 

野
田 

勇
人
様
、
長
谷
川 

嘉
洋
様
、
林 

勝
彦
様
、
林 

道
子
様
、 

土
方
様
、
福
田
様
、
藤
井 

千
枝
様
、
星
野 

洋
様
、 

松
本 

昌
介
様
、
宮
崎
様
、
森
様
、
渡
辺
様 

(

有)

ヨ
ー
コ
ー
土
地 

代
表
取
締
役 

前
沢 

文
高
様 

第４１号 

２０２０．９ 

発行 

2

0

2

0
年
度
前
期
を
終
え
て 

 

理
事
長 

石
井 

ツ
タ
代 

 

長
い
梅
雨
、
８
月
の
猛
暑
、
更
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
と
楽
し
い
は
ず
の

夏
休
み
が
残
念
な
事
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
た
か
？ 

 

さ
て
、
６
月
の
な
み
き
福
祉
会
総
会
は
、
書
面
に
て
議
決
し
て
い
た
だ
く
形
に

な
り
ま
し
た
。
本
来
で
し
た
ら
、
出
来
る
限
り
多
く
の
方
に
お
集
ま
り
頂
き
、

ご
意
見
を
伺
う
場
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
形
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
例
年
よ
り
詳
し
い
資
料
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
２
０
１
９
年
度
の
活
動
報
告
・
決
算
報
告
、
２
０
２
０
年
度
の  

活
動
計
画
・
予
算
案
に
つ
い
て
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。
返
信
を
い
た
だ
い
た 

 

皆
さ
ま
へ
の
お
礼
と
会
員
の
皆
様
へ
の
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
に
右
往
左
往
し
て
い
る
間
に
、
今
年
度
前
半
が
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
工
房
み
ど
り
の
風
の
第
２
作
業
所
建
設
は
、
市
の
審
議
会

が
中
断
し
、
進
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
２
０
２
１
年
４
月
開
始
は
不
可
能
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
の
対
応
を
検
討
予
定
で
す
。 

今
、
各
事
業
所
で
は
手
洗
い
・
検
温
に
マ
ス
ク
の
着
用
、
テ
ー
ブ
ル
に
ア
ク
リ

ル
板
を
使
用
す
る
な
ど
の
感
染
予
防
対
策
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
長
い
自
粛
期

間
は
多
く
の
皆
さ
ん
の
心
身
に
負
担
を
か
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
心
身
が
健
康

に
活
動
出
来
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
と
は
・
・
？ 

ま
た
一
つ
大
き
な
課
題
が

出
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
英
知
を
集
め
よ
り
良
い
対
応
を
め
ざ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

発 行  

特定非営利活動法人 なみき福祉会 

東京都八王子市緑町９３５－１５ 

Tel & Fax ０４２-６３４-８５１８ 

Mail：namiki@dream.jp 

有機・無農薬野菜を育ててみませんか？            

土に触れる事は健康にいいですよ！今年はボランティア

の農作業開始１２週年です。認知症予防にもなります

よ。 

片倉城跡公園の上、片倉つどいの森公園駐車場に車と

められます。（徒歩１０分）緊急事態宣言は解除されま

したので作業所の許可が得られ次第再開します。再開に

ついてはホームページまたは下記の係に問い合わせてく

ださい。時々畑に様子を見に行ってください。 
 

毎月第２，４土曜午前１０：３０～１１：３０ 雨天中止 

みなみ野駅や JR 片倉駅から徒歩２０分 

秋野菜の収穫の手伝いと雑草取りにご協力 

お願いします。 

手作り会 
 

法人の地域・社会貢献事業として発足した手作り会は 10 年目に入りホームページで見たという方か
らの申込みもあり人数が増えています。緊急事態宣言解除後の 7 月は子安市民センターを使用しまし
た。9 月からは３密をさけて小門町の事務所で行います。今後についてはホームページまたは下記の係
に連絡ください。 
 

編み物 
 

９月７日（月） １０月 ５日（月） １１月２日（月） 
１２月７日（月）  １月１８日（月） 

午後 1：３０～３：００ 
なみき・ふれあいスペース（小門町） 

 
つるし雛 

 

９月２８日（月） １０月２６日（月） １１月３０日（月） 
１２月はお休み    １月２５日（月） 

午前１０：００～１１：３０ 
なみき・ふれあいスペース（小門町） 

講師の都合等で日時が変更になることもありますので下記に連絡するかホームページでご確認ください。 

オンライン研修会（ZOOM） 
 

２０２０年１０月３１日（土）１２：４５受付  １：１５～４：００ 

「コロナ禍での福祉のありかた：つなぐ、つなげる、つながる福祉」 

シンポジウム形式（司会：増田） 

提起者：E-SMILE（高井理事長）飲食業と福祉をつなげコロナ軽症者のホテルに昼食配達 

    YUGI（鈴木代表）・GOODHOME（登坂取締役）農業と福祉の連携 

    にんじんの家（田坂理事長）館町町会や地域との福祉の連携 

なみき福祉会の会員になってください 
 

正会員、賛助会員の新規お申し込みやご寄付を受付けておりま

す。手数料が無料になる振込用紙がございます。 

正会員は一口３０００円、賛助会員は一口１０００円以上です。 

よろしくお願いいたします。     法人事務所 

 

各教室等問合せ  ☎０８０－５０５８－５６３１安藤まで 

パソコンを楽しむ会 
 
ワードを中心にチラシやポスター、カレン

ダー、年賀状を作っています。初歩の方対象
に繰り返し行なっています。現在はワードの
初歩を学習しています。また現在定員いっぱ
い（１０名）のため新規の方は受け付けてい
ません。東浅川保健福祉センターでは３密を
避けるため講師をいれて６人定員です。７月
以降は３回から２回にわけて行っています。
詳しくは下記の担当までお問い合わせくださ
い。 
原則として第１か３の木曜午前か午後です。 

掲 

示 

板 
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今
日
は
８
月
15
日
。
こ
の
日
を
全
く
知
ら
な
い
若
者
が
居
る
中
、
想
う
人
た
ち
は
何
を

し
ま
し
よ
う
。
熱
い
温
度
と
今
の
状
況
だ
け
の
中
で
生
き
て
い
て
良
い
の
で
し
よ
う
か
？

事
実
の
「
点
」
を
考
え
る
事
が
大
事
な
の
か
な
ぁ
、
と
ち
ょ
っ
と
思
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
中
、
世
界
中
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
各
々
の
曲
を
配
信
。
そ
の
中
で
エ
ル
ト

ン
・
ジ
ョ
ン
は
『
ア
イ
ム
・
ス
テ
ィ
ル
・
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
』
を
歌
い
ま
し
た
。
そ
の
詞

「
教
え
て
や
ろ
う 

僕
が
こ
う
し
て
立
っ
て
い
る
あ
い
だ
に 

お
ま
え
は
消
え
う
せ
る

の
さ
」 

こ
れ
、
恋
の
歌
な
の
で
す
け
れ
ど
…
。
マ
イ
ッ
タ
。
ま
た
、
エ
ル
ト
ン
の
名
曲

（
と
思
っ
て
ま
す
）
『
サ
ッ
ド
・
ソ
ン
グ
ス
』
の
詞 

「
想
像
し
て
ご
ら
ん 

―
中
略
― 

悲
し
い
唄
が
物
語
る
も
の
は
大
き
い
よ
」
で
、
〃
淋
〃 

と
い
う
字
を
想
い
浮
か
べ
ま
し

た
。「
さ
び
し
い
」
で
す
が
、
こ
の
字
は
寂
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ン
、
と
立
ち
な
が
ら

雑
木
林
に
居
る
よ
う
な
。
「
な
み
き
」
の
よ
う
に
風
通
し
が
い
い
よ
う
な
（
て
か
？
）
。 

 

ゲ
イ
で
あ
る
エ
ル
ト
ン
は
何
を
ど
れ
程
引
き
受
け
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
？
（
何
か
さ

ぁ
、
生
き
方
、
勝
負
し
た
い
よ
な
ぁ
～
。
ク
ソ
ォ
！
） 

 

こ
こ
で
詩
人
長
田
弘
さ
ん
の
『
最
初
の
質
問
』
。
全
詩
を
伝
え
た
い
の
で
す
け
れ
ど
、

「
今
日
、
あ
な
た
は
空
を
見
上
げ
ま
し
た
か
。
」
で
始
ま
り
、
「
人
生
の
材
料
は
何
だ
と 

 

思
い
ま
す
か
。」
そ
し
て
、「
―
―
―
あ
な
た
は
言
葉
を
信
じ
て
い
ま
す
か
。」
で
終
わ
り
。

機
会
が
あ
っ
た
ら
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。 

 

今
年
の
ぺ
ル
セ
ウ
ス
流
星
群
。
昨
年
を
ふ
ま
え
（
星
に
願
い
忘
れ
た
）、
今
回
、
は
じ
め

か
ら
両
手
を
握
り
合
わ
せ
て
、
空
を
見
つ
め
て
待
つ
こ
と
２
０
分
。
ま
た
、
ひ
と
つ
だ
け

流
れ
…
。
願
い
は
ひ
と
つ
。
す
べ
て
の
人
が
苦
し
ま
な
い
よ
う
に
！ 

 

副
理
事
長 

飯
田 

弘
樹 

祈
り
の
後
記 

 

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
終
息
し
な
い
夏
を
迎
え
、
梅
雨
明
け
が
遅
く
、

急
に
猛
暑
に
な
り
皆
さ
ん
夏
バ
テ
し
て
ま
せ
ん
か
？
胡
瓜
で
夏
を
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
！ 

選
ぶ
時
は
、
緑
色
が
鮮
や
か
で
、
ハ
リ
が
あ
り
尖
っ
た
イ
ボ
の
あ
る
も
の
新

鮮
で
す
。
９
５
％
が
水
分
で
す
。 

栄
養
の
あ
る
と
い
う
野
菜
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
で
す
。

カ
リ
ウ
ム
は
、
体
の
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
輩
出
し
て
く
れ
、
む
く
み
の
解
消
に

役
立
ち
ま
す
。
漢
方
で
は
、
熱
を
さ
ま
し
、
体
を
潤
す
食
材
と
し
て
、
夏
バ
テ

予
防
に
な
り
ま
す
。
保
存
の
方
法
と
し
て
、
薄
切
り
に
し
、
塩
も
み
し
て
冷
凍

も
で
き
ま
す
。
解
凍
し
て
も
パ
リ
パ
リ
で
す
！
是
非
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

夏
野
菜
の
胡
瓜
に
つ
い
て 

 

管
理
栄
養
士 

小
冷 

知
恵
子 

はじめまして、けんせい歯科事務課長の山脇春香と申します。このたび、なみき  

福祉会監事に就任いたしました。ここに謹んでご挨拶を申し上げます。誠心誠意、  

微力非才の身ではございますが尽力いたします。 

私には障がい者の伯父がおります。幼少期の日本脳炎の後遺症で精神発達遅滞と 

足のまひがあり、数十年前から他県の施設に入所しています。年に数回ですが面会

にも行きます。伯父とはいえ障がい者の家族である私が、なみき福祉会に繋がった

ことにご縁を感じます。 

利用者さんだけでなくご家族や職員の方も、安心して過ごせるような温かい施設

の運営にお役に立てたらと思います。お会いする機会は少ないですが、どうぞよろ

しくお願い致します。 

監事 山脇 美香 New 

 

 

 

当福祉法人での勤務経験はありませんが、各事業をどのように推進していければ

良いか、関係者の皆様と共に考えていければと思っております。どうぞよろしくお願

いいたします。 

皆さん、こんにちは。今期の理事を務めさせていただく

ことになりました石川測と申します。私はこれまで、  

医学系研究所、重症心身障害児（者）[入所・通所]施設、

医療型児童発達支援センター[外来・通園]等で、施設運営

に携わってまいりました。 

新役員 

挨 拶 

理事 石川 測 New 

役 員 

退任挨拶 

その御家族の皆様が安全に安心して生活し仕事のできる場所であるために、「法人」の 

土台作りに参加できました。 

 自分にとっては、福祉、支援のあり方を考える大切な場でもありました。自分の役割

を、支援の現場の状況・問題を伝え他の理事の皆様に理解して頂く事との思いで活動し

ていきました。その役割もホームと作業所の管理者お二人が理事となり、安心して退任

する事ができます。ほっとした気持ちです。 

「なみき福祉会」を支えて下さっている全ての皆様に敬意と感謝を込めてありがとう 

ございました。 

今から 15 年ほど前に、グループホーム世話人としての 

スタートが、その後「なみき福祉会」理事をお引き受けする

事に繋がりました。様々な課題を抱えながらも、利用者様と

元理事 西木 育子 Thank 
you 
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New 豊川 みや子 
安藤さんに声をかけていただき、リズムダンスの講師をさせていただくことになり

ました。体育大学でダンスが苦手で、コンプレックスから習い始めたダンス、そこから

ダンスの魅力にすっかりはまってしまいました。ダンスは人生を楽しくする！と信じ

ています。私の強みは、苦手な人の気持ちが分かるということ。心も体もほぐして、 

笑顔一杯で動けるように、やり取りを大切にしていきたいと思います。 

 

 

 

4 月から相談支援スペース「ゆめ」で勤務している相談支援専門員の吉山です。 

今まで、知的障がい者施設や重症心身障がい児（者）施設で働いてきました。 

相談支援の仕事は初めてですが、利用者さんの生活が豊かになるように支援していき

たいと思っていますので、よろしくお願い致します。 

New 吉山 のり子 

New 富樫 こずえ 
４月から製菓のお手伝いとして勤務しております富樫と申します。現在はコロナウイ

ルスの関係により事務室でパンフレットやなみきニュースの校正デザインを担当させ

て頂いております。今回のなみきニュース４１号も皆様の思いを上手くお伝え出来る様

に校正を進めて参りました。是非デザインも併せてご覧下さい。 

職 員 

挨 拶 

New 横溝 瑞希 
初めまして、この度なみき福祉会所有の農園の管理作業のお手伝いさ

せていただくこととなりました、横溝瑞希です。中学校の授業で初めて

農業と出会い、農業の楽しさに気づき都立農業高校都市園芸科に入学し

  

先日私が相談支援で関わっているグループホームの 40代の女性が毎日折っている千羽鶴を今年いけなかった

津久井やまゆり園に送りました。亡くなられた方たちの冥福を祈り怪我をされた方たちの快癒を祈ります。郵送

するため住所を探してネット検索したとき裁判での当時の被告に拘束された職員の証言を読みました。こう記

されていました。被告に各部屋に連れて行かれ、「この人はしゃべれるか」と聞かれ、「このダウン症の方はし

ゃべれない」と答えると首のところを 3 回刺した。それからは聞かれるたびに「しゃべれる」と答えるとその職

員をしばりつけ一人で行動していったと。彼は裁判でも話せない人は人間ではない、ものだといい、ものだから

殺すといったそうです。家族会の会長さんの息子さんが傷つきながらも携帯で 110 番したそうです。先日は ALS

の患者を本人が望んだからと言って医者が殺すといった事件がありました。人の命を人が奪っていいのでしょ

うか？ 

福島がだんだん忘れようとしています。汚染水を太平洋に流すという案や汚染した土を埋め立ててその上に

土をかぶせ畑にするなど環境省は何を考えているのでしょう。福島を忘れずぜひニュースなどでご覧ください。

NPO 法人抱樸（ほうぼく）の奥田理事長さんは東八幡キリスト教会の牧師さんですが COVID19（新型コロナウイ

ルス感染症）の世の中にあって「大切な『いのち』を社会の土台に据え直すこと」を提起しています。40 度近

い暑さにも感染症にも負けず「新しい日常」ではなく社会保障を軸にした立て直しをみなで作っていきましょ

う。国民経済統計で 4 分野（医療、保健衛生、社会保険・社会福祉、介護）に 1 兆円づつ投入した場合雇用増や

GDP 押上効果があるそうです。私たちの社会福祉、介護分野は自信をもって運営していく必要があります。今は

感染症収束のため PCR,抗原、抗体検査をして韓国、ニューヨークやニュージーランド等のように感染症を封じ

込めるため国会を開くようみなで要望していきましょう。10 月議会ではおそすぎます。「希望を失わない！！！」 

改めて思う、優生思想の克服を！相模原事件(４年目)忘れない！東日本大震災(９年目) 

理事 安藤 美知子 

 

なみき福祉会家族会 １９年度の活動報告  会長 織田 久美子 

２０１９年４月、新しい会員３名を迎え家族会がスタートしました。５月、初めての定例会で「工房みどりの

風」のマドレーヌを試食しながら歓迎会を兼ねてお互いに自己紹介をし合いました。ちょっぴり緊張感があり

ました。 

９月の定例会は、「みんなの家」のスタッフさんとの懇談会を企画しました。お声掛けしたところ、常勤７名

全員が来てくださいました。当日、「工房みどりの風」小林管理者にも参加してもらい、台町市民センターの改

築中で会場変更にもかかわらず会員２０名が出席されました。４つのグループに分かれ①世話人さんからＧＨ

の様子を写真等で紹介②これからＧＨを考えている人からの質問、先輩からのアドバイス③利用者さん家族か

らＧＨへの要望（余暇支援、通院付添）④親亡きあとの問題（医療的ケア、看取りなど）を話し合い有意義な会

になりました。「みんなの家」の管理者の保高さんから「楽しかった！また、呼んでください」と言われた時は、

とても嬉しかったです。１０月に八王子で台風１９号による豪雨災害があり、「工房みどりの風」に協力して「高

尾青年の家」のＧＨへの募金をお手伝いしました。また、最後に第２作業所へのアンケートを取る活動があり

ました。保護者の意見を「なみき福祉会」へ届けました。 

活動を締めくくるはずの３月に新型コロナウィルスの感染拡大が襲い定例会は中止に、引き継ぎも儘ならな

い状況になりました。今年度も表立った活動は休止しています。どうか、コロナ禍が収束するまでは大切な命

を守ってお過ごしください。皆さんと笑ってお会いできる日が一日も早く訪れるように祈っています。役員は

変わっていませんので、お困りごとはご相談ください。 

ました。高校で農業の見識を深め、もっと農業について学びたいと思い、千葉県立農業大学校に進みまし

た。これから中学、高校、大学で得た知識を農園の管理作業に生かしていきたいと考えております、どうぞ

よろしくお願い致します。 
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グループホーム 

特集！ 

ブ ー ケ の 様 子 

Ｈａｐｐｙ 

ｂｉｒｔｈｄａｙ 

本を読んだり 

お絵かきをしたり、 

レジンに挑戦したり 

お料理をしたり。 

世話人 佐藤 文 

ブーケの様子 

夏の暑い日が続いています。新型コロナウイルス感染対策に加え、熱中症にも気をつけなければならない季

節となりました。ホーム内ではリビングにアクリル板を立てたりマスクを着用したりと、今までの生活スタイルとは変

わりましたが、今では、皆新しい環境にも慣れて、「マスク忘れずにね」「手を洗おう」と声を掛け合いながら頼もし

く生活しています。おでかけも今は自粛していますが、ホームでデリバリーを利用したり DVD 鑑賞、絵を描いたり

等、それぞれ好きなことを見つけて楽しく過ごしています。今後もホームが楽しい空間で、リラックスして過ごせる

ような場所でありたいと思っています。 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止の為の緊急事態宣言下でのグループホームの運営にあたり利用者さん、

ご家族の皆さん、職員の皆さんのご協力、誠にありがとうございました。 

その期間を経て、改めて深く私が感じたことは、障害者権利条約の合言葉「私たちの事を私たち抜きで決めな

いで」のことです。前代未聞のこの事態において、グループホームの開所の有無や作業所への通所、土日の

過ごし方など沢山の選択を迫られてきました。利用者さんの命が最優先であることは勿論ですが、そのひとつ

ひとつの判断に利用者さんへの丁寧な説明とご本人の希望を聞くという意識が足りていたか？という反省があ

ります。コロナ禍でもどのように毎日を過ごしたいかの権利は利用者さんにあります。それらに耳を傾け、知恵を

絞り、工夫して、共に乗り越えるのが支援だったのだと改めて思いました。今後も利用者さんの声を大切に、ど

んな時も利用者さんと相談して、共に毎日を作っていきたいと思います。 

管理者 保髙 三千代 

みんなの家の報告 

4 月 8 日に政府から「非常事態宣言」が発出され、工房みどりの風では 4 月 13 日からグループホ

ームと自宅で過ごすのが困難な利用者さんを対象として通所を受け入れました。概ね、10 名以下に

なりました。グループホームの利用者さんの日中対応として、6 名の職員にウィズ、ブーケ、はっぴ

ー・はうすに入ってもらいました。自分が管理者になり、初めてのことで正直、戸惑うこともありま

したが法人、GH と相談し対処することでこの難局を乗り切りました。基本的には作業はしない予定

でしたが、ショッパーの配布だけはどうしてもやらなければならず、ショッパー折りをブーケ、は

っぴー・はうすの利用者さんに手伝ってもらい、配布に関しては飯田副理事長にお世話になりまし

た。この場を借りて、感謝申し上げます。この間に感じたことは、人数が少ないとゆっくりできる

し、人数が多く、騒がしい状況が嫌いな利用者さんが笑顔だったので、第二工房みどりの風を早く

建設しなければいけないと思いました。 

 

管理者 小林 裕之 

活 動 

報 告 

▲第３４回八王子市障害者文化展の様子 

利用者さん 

が描きまし 

た！ 工房みどりの風の報告 


